開催プログラム　　
「第３回　全国地中熱利用促進地域交流　２０１４山梨」
－地中熱利用　国の施策と地域活性化－
２０１４年１月２４日　(金)
会場：ベルクラシック甲府２階（コンチュエルト）〒400-0031　甲府市丸の内1丁目1番地の17　
（TEL：055-253-4345）
交流会　　

受付開始12:30
●開会式　13:00～13:30
開会挨拶　実行委員長　山梨県地中熱利用推進協議会会長　山梨大学名誉教授　鈴木　嘉彦　
主催者挨拶　ＮＰＯ地中熱利用促進協会理事長　笹田政克
来賓挨拶　山梨県　（予定）　　　国立大学法人　山梨大学　(予定) 　　　甲府市　（予定）
●講演・事例発表 13: 35　～15: 15　　　　　
１）「東京スカイツリー地区」地域冷暖房システムにおける地中熱利用について
　東武エネルギーマネジメント　常務取締役　今野真一郎　様（20分）
２）「鉄道における地中熱利用の可能性について」
　ジェイアール東日本ビルテック(株)　エネルギー本部　エネルギーマネジメント部長　山本雄二　様（20分）
３）「地中熱利用の事例発表」　　　　(株)日本環境設計　代表取締役社長　加藤　善次郎　様（20分）
４）「山梨大学における地中熱ヒートポンプシステムの高性能化に関する取組」
　山梨大学　教授　武田哲明　様（20分）
５）「水のぬくもりプロジェクト」　山梨県中央市　市民部　環境課　課長　飯室　隆人様（20分）
●パネル討論「地中熱利用　国の施策と地域活性化」　15: 30　～17:４０
（主旨）地中熱利用は2010年に国のエネルギー基本計画に再生可能エネルギーの一つとして盛り込まれました。2011年から経済産業省の補助金が支給され、2013年には環境省からの補助金も加わりました。このように地中熱利用の政策は国により推進されていますが、地方自治体では青森県など一部を除いて、これに十分対応できる体制が整ってはいません。本パネル討論では、国の政策・施策を共有するとともに、先進的な自治体の取り組みおよびその裏付けとなる技術的側面を明らかにし、これからの地方自治体の施策立案と具体的な地域資源の有効活用の道を見い出すことを目的として討論します。
1） 基調講演　「再生可能エネルギー政策の動向」（仮題）
経済産業省（後援予定）　資源エネルギー庁　省エネルギー・新エネルギー部　新エネルギー対策課　
課長補佐　高木英行　様（20分）
2） 基調講演　「環境省における地中熱利用に関する取組について」
　環境省（後援予定）　水・大気環境局　土壌環境課　地下水・地盤環境室　室長補佐　米山　実　様（20分）
3） 話題提供　「青森県の地中熱関連の取組について」　　青森県エネルギー総合対策局　エネルギー開発振興課　環境・エネルギー産業振興グループ　サブマネージャー　主幹　佐々木孝之　様　（15分）
４）話題提供　「山梨県における普及活動」山梨県地中熱利用推進協議会　副会長　萩原利樹（15分）
５）話題提供　「地域での普及課題」　　　ＮＰＯ地中熱利用促進協会　理事長　笹田政克（15分）
６）討論　コーディネータ　実行委員長　鈴木嘉彦　（討論時間45分）
●閉会挨拶　実行副委員長　山梨県地中熱利用推進協議会　副会長　萩原利樹
懇親会　18：00～20：00　　会場：ベルクラシック甲府　
・歓迎挨拶（甲斐市　市長　保坂武さま）　・中締め（協会　理事）
２０１４年１月２５日　(土)
現地見学会：　9：00～12：30　（8：50　甲府市役所　正面玄関集合）但し車の駐車はできません。
・甲府市役所新庁舎における地中熱利用施設、　　　
・米倉山太陽光発電と再生可能エネルギー・地中熱　関連施設、
・道の駅「とよとみ」における液状化対策を兼ねた地中熱利用実験施設　
以　上
